
東淀川区役所地域課（地域）  

令和３年度 東淀川区 

地域活動協議会 活動状況 

アンケート集計結果・報告書【概要版】 

集計期間：令和３年４月～令和４年 3月 

 

Ⅰ アンケートの概要 

目的 
新型コロナウイルス感染症の影響で、地域活動協議会（以下、地活協）の各事業が実施さ

れているのかを正確に把握することで、次このような事態になったときに備える。 

実施回数 
令和２年度に引き続き実施。４月、５月、６月、７月、８月、９月、10月、11月、12

月、１月、２月、３月の計 12回実施した。 

対象 東淀川区内の地活協（計 17地域） 

回答期間 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 

回答期間 4/16～4/23 5/18～5/31 6/10～6/18 6/25～7/9 

月 ８月 ９月 10月 11月 

回答期間 8/6～8/20 9/14～9/24 10/8～10/19 11/9～11/19 

月 12月 １月 ２月 ３月 

回答期間 12/8～12/21 1/12～1/21 2/5～2/18 3/8～3/18 
 

回答数（率） 

※回答率は、回

答数を全 17地域

で割ったもの 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月  

回答数 12 11 13 12 13 13  

回答率 70.6％ 64.7％ 76.5％ 70.6％ 76.5％ 76.5％  

月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 平均 

回答数 12 14 11 11 12 12 12.2 

回答率 70.6％ 82.4％ 64.7％ 64.7％ 70.6％ 70.6％ 71.6％ 
 

実施概要 

◼ 主に共通して聞いていること 

・定例事業（青色防犯パトロール（以下、「青パト」）、登下校の見守り（以下、「見守り」）、

高齢者食事サービス（以下、「食サ」）、ふれあい喫茶（以下、「喫茶」）、子育てサロン

（以下、「子サロ」）、百歳体操 など）の実施状況 

◼ 各月で聞いた主な事項 

・地域集会所等の使用自粛に伴う地域活動への影響（５月） 

・高齢者へのコロナワクチン接種と地域活動への影響（９月） 

・地活協が設立されて以来ボランティアや団体の数が増えたのか（11月） 

・1年前と比べた地域活動の環境の変化（１月）             など。 
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Ⅱ アンケート集計結果①令和３年度東淀川区地活協 各事業の実施状況 

 

 

上のグラフは、地活協の各事業の実施率（折れ線グラフ、「実施している」と回答した数を回答数で割ったも

の）と大阪府内の新型コロナウイルス感染症の陽性者数（棒グラフ、「大阪府新型コロナウイルス感染症対策サイ

ト」から集計）の推移です（注：５月、６月は地域集会所等の使用を自粛するよう要請したため、「青パト」、「見守

り」以外の事業の実施状況を聞いていません。８月は夏休み期間なので「見守り」の実施状況を聞いていません。）。こ

のグラフを見ると、 

 

① ５月、６月は地域集会所等の使用を自粛するよう要請したため、「食サ」、「喫茶」、「子サロ」、「百歳体操」

など、地域集会所等を使用する事業は実施できなかった。 

② ７月から８月にかけて、新型コロナウイルス感染症の陽性者数が増加したため、各事業の実施率が軒並み

低下した。特に、「喫茶」、「子サロ」の実施率はほぼ０％になった。 

③ 10 月から 12 月にかけて、新型コロナウイルス感染症の陽性者数が減少したため、各事業の実施率が軒並

み上昇（全体平均：34％（９月）→64％（10月）→82％（12月））した。特に、「子サロ」の実施率が大幅

に上昇（０％（９月）→50％（10月）→86％（11月））した。 

④ １月から２月にかけて、新型コロナウイルス感染症の陽性者数が増加したため、各事業の実施率が軒並み

低下（全体平均：73％（１月）→45％（２月））した。 

 

ということが分かります。 

令和３年度も令和２年度と同様に、新型コロナウイルス感染症が地活協の各事業に大きな影響を与えました。 
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Ⅲ アンケート集計結果②コロナ禍での地域活動 

 図１のグラフは、６月のアンケート集計結果です。

「新型コロナウイルス感染症が流行し、1 年以上が経過

し、地域活動を進める上で、「心配だ」と感じること」を

聞きましたが、「スタッフのモチベーションの低下」が 10

件と最も多くなっています。７月のアンケートは、この

モチベーションの低下の内容を具体的に聞きましたが、

「この際やめたいという人が増えている」「活動が休止

し、“楽”になったので、再開するにはエネルギーが必要」

などの意見が出ました。 

 

 図２のグラフは、９月のアンケート集計結果で

す。「65歳以上の全人口の 80％以上が新型コロナ

ワクチン（２回目）を接種し終えている中での新

型コロナワクチン接種による地活協事業への影

響」を聞きましたが、「影響がなかった」、「分か

らない」がそれぞれ５件と最も多く、「影響があ

った」という回答はありませんでした。具体的に

は、「まだまだ感染者が多く、自粛している状態」

「今のところワクチン２回接種したからといっ

て何かをしようという話になっていない」という

意見が出ました。 

 図３のグラフは、10 月のアンケート集計結果

です。「10月に入り緊急事態宣言が解除されまし

た。また、新型コロナワクチンの接種も進んでい

る中で、現在休止している事業を再開させるのに

必要なもの」を聞きましたが、「陽性者数のさら

なる減少」と「スタッフのモチベーションの維持・

向上」がそれぞれ７件と最も多くなりました。 

これらのアンケート集計結果を見ると、コロナ

禍での地域活動には、 

◼ 新型コロナワクチン接種率の向上よりも感

染者の減少が重要。 

◼ スタッフのモチベーションをどう維持・向上できるかが重要。 

ということだということが分かりました。 

地域課では、スタッフのモチベーションの維持・向上のため、令和３年度は 

⚫ 地活協レポート（地域課が地活協事業を視察したものをレポートにして毎月区役所ホームページに掲載） 

⚫ フレイル予防講座・相談会（高齢者の体力の低下を防止するため、大阪経済大学の髙井逸史教授と連携し

講座・相談会を開催） 

などの事業を行いました。 

 

図２ 新型コロナワクチン接種による地活協事業への影響 
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図１ 地域活動を進める上で、「心配だ」と感じること
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図３ 現在休止している事業を再開させるのに必要なもの 
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https://www.city.osaka.lg.jp/higashiyodogawa/category/3281-30-3-0-0-0-0-0-0-0.html
https://www.osaka-ue.ac.jp/
https://webj8.osaka-ue.ac.jp/ouehp/KgApp?resId=S000179


Ⅳ この 1年間で新型コロナウイルス感染症によって地域活動はどう変化したのか 

 
 

 

 

 上のグラフは、令和３年１月と令和４年１月のアンケート集計結果です。それぞれ「この 1 年で、「防犯・防

災」、「子ども・青少年」、「福祉」、「健康」、「環境」、「文化・スポーツ」などの地域活動の環境はどうなったのか」

と同じ質問をしましたが、令和３年１月と令和４年１月を比べると、「改善した」が１件増加し、「悪化した」が

２件減少しました。 

 「改善した」と回答した理由は、「様々な事業が再開、もしくは再開に向けて会議中である」、「緊急事態宣言解

除後、改善された」ということでした。P.２の「Ⅱ アンケート集計結果①令和３年度東淀川区地活協 各事業

の実施状況」にありましたように、令和３年度は「子サロ」の実施率が高くなるなど、各事業工夫して事業を再

開されました。 

また、「悪化した」と回答した理由の一つに「地域住民の何かやってほしい、ボランティア側の何かしたい、と

いう思いに応えられなかった」という言葉があり、地活協が住民、スタッフ両方のニーズになんとか応えようと

している姿が見られました。 
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Ⅴ さいごに―地活協が設立されてスタッフやボランティア、団体がどのように変化したのか― 

 

 

 上のグラフは、11 月のアンケート集計結果です。「地活協の事業で活動されているスタッフやボランティアの

数、協力する団体の数は、地活協設立前に比べてどうなったと感じますか」と聞きましたが、スタッフやボラン

ティアの数、協力する団体の数ともに「変わらない」が４（30.8％）件と最も多くなりました。その他、スタッ

フやボランティアの数、協力する団体の数が「増加した」、「減少した」など、何らかの変化をしたとの回答が計

９件（69.2％）となりました。この９件の中で、スタッフやボランティアの数、協力する団体の数ともに「増加

した」、スタッフやボランティアの数、協力する団体の数ともに「減少した」がともに２件となりましたので、地

域活動の規模が一部両極化していることが分かりました。しかし、 

 スタッフやボランティアの数が「増加した」と回答した地域では、 

町会単位で行っていたことが地活協という形になったので、形が大きくなり頼みやすくなった。 

協力する団体などの数が「増加した」と回答した地域では、 

地域保健福祉計画を基に活動内容や方向性を示すことで、理解を得て新規加入につながっている。 

という回答がありました。 

地活協が設立されてもうすぐで 10 年になります。高齢化、小家族化などの社会課題が深刻化している中で新

型コロナウイルス感染症の流行が重なり、その深刻化の速度がさらに早くなった可能性があります。しかし、今

回その中でも地活協が工夫して事業を継続していることが分かりました。今後も「地活協活動状況アンケート」

を参考にしていただき、事業の継続につなげていただければと思います。 
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スタッフやボランティアの数：減少した、協

力する団体の数：変わらない

スタッフやボランティアの数：変わらない、

協力する団体の数：増加した

スタッフやボランティアの数：分からない、

協力する団体の数：増加した

スタッフやボランティアの数：増加した、協

力する団体の数：増加した

スタッフやボランティアの数：減少した、協

力する団体の数：減少した

スタッフやボランティアの数：変わらない、

協力する団体の数：減少した

スタッフやボランティアの数：変わらない、

協力する団体の数：変わらない

令和５年４月改訂 大阪市東淀川区役所 

（担当：地域課（地域） 電話 4809-9509） 
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